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中学校家庭科での防災教育の試み
一山形市立第四中学校における実践一
村 山 良 之
(山形大学大学院教育実践研究科)
伊 藤 美智子,鈴 木 貴 子
(山形市立第四中学校)
学校における防災教育は,総合的な学習で担うことが相応しいと考えられ実践例も多い｡
充実した実践事例が重ねられている一方で,多くの学校現場では防災教育に時間を割くこ
とができない実態がある｡現行の学習指導要領中学校技術･家庭科では,住まいの学習に
おいて災害を含む安全を考えた室内環境,住まい方に言及している｡近年の地震災害時に
屋内での負傷がきわめて多いという事実からも,家庭科における同内容-の取り組みは,
防災教育としてきわめて大きな意義があると考える｡本実践は,山形市内の中学校におい
て,生徒が地震災害-の意識を高め,安全に暮らすための工夫を知り,そして防災行動を
促すことを目指すものである｡
[キーワー ド] 地震災害,防災教育,家庭科,住まいの学習,中学校と大学の連携
1 問題の所在と本研究の目的
防災教育の必要性は広く認められてきているも
のの,学校現場ではその実施においてさまざまな
困難に直面している｡山形県内を含む複数の実態
調査によれば,防災教育にあてる時間の確保が難
しいこと,適切な教材や教育プログラムがないこ
と,教員研修-の要望などがかなり共通して指摘
されてきた (石滞 ･翠川,2001;東京学芸大学養
護教育講座渡連研究室,2006;静岡県教育委員会
教育総務課,2008;川村,2008;岩手県立大学総
合政策学部牛山研究室･岩手県大船渡地方振興局,
2008;村山,2009)0
防災教育は,総合的な学習で取り上げられるこ
とが多く,なかには長時間をかけた充実した内容
の実践も行われている｡たとえば ｢防災教育チャ
レンジプラン｣には数多くの実践事例が紹介され
ている｡しかし,上述のとおり多くの時間をかけ
ての防災教育は大多数の学校にとって実施は難し
いと考えられており,短時間でかつ効果的な防災
教育のやり方も強く求められている｡これに対し
て,たとえば諏訪 (2007a,b)は,時間的制約に
応じた複数種の防災教育のデザインや,普通の教
科 ･科目のなかに防災教育の材料を埋め込むこと
等を提案している｡
現行の学習指導要領中学校技術･家庭科の家庭
分野 (以下家庭科)では,｢C 衣生活 ･住生活と
自立｣｢(2)住居の機能と住まい方について (略)｣
｢イ 家族の安全を考えた室内環境の整え方を知
り,快適な住まい方を工夫できること｡｣とある｡
同解説によれば,｢室内の安全については,自然災
害を含む家庭内の事故やその原因について考え,
災害-の備えや事故の防ぎ方などの安全管理の方
法が分かり,安全な住まい方の工夫ができるよう
にする｡｣｢例えば,家庭内の事故や自然災害につ
いては,室内の写真や住空間の図などから危険な
箇所を点検したり,過去の災害の例を取り上げ必
要な備えを検討したりすることなどが考えられ
る｡｣と記されている (文部科学省,2008)｡
一方,家庭科教育において,住居学習は効果的
になされてこなかったと指摘されている (宮崎 ｡
岸本,2006)｡同じく植田･小棒 (2006)も,中学
校と高等学校の家庭科教員-のアンケー ト調査結
果に基づいて,｢住まいの教育｣は難しいと指摘し
た上で,｢視聴覚教材や資料を充実させ,地域や環
境,防災についても取り上げることで生徒の興味
や関心を高めることができるのではないだろう
か｣と提案している｡
家庭科における防災教育に関する既存研究とし
ては,佐々木貴子らの一連の研究が注目される｡
佐々木他 (2000)は,兵庫県南部地震の1年後に
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実施した兵庫県内高校生に対するアンケー ト調査
結果に基づいて,震災後も対策実施が不十分でか
つ学校での学習必要性が高いと認識されている項
目として,｢家具類の配置の仕方や収納物の詰め方,
および家電機器類などの転倒 ｡落下防止のための
具体的な方法を実践的 ｡体験的に学習させる必要
がある｣と指摘している｡これと,被災地小学校
教員の取り組み,兵庫県内大学生および全国教育
委員会家庭科指導主事対象の調査結果,小中高等
学校の学習指導要領と教科書等の分析に基づいて,
家庭科 ｢住生活｣ の防災に関する指導内容として
40項目を導いた (田中他,2002)｡これを基に,
佐々木他 (2003)は,全国の小中高等学校の家庭
料 (担当)教員にこの40項目についてその指導が
必要かを尋ねた｡その結果､必要性-の支持が高
くかつ家庭科で指導すべきという割合が高いもの
を,独自に設定した小中高等学校ごとの到達目標
等をふまえて,9項目選定した｡そして,小学校2
項目,中学校3項目,高等学校4項目を位置づけ
た｡このうち中学校に位置づけられたのは,｢①災
害時における地域の人びととの協力体制の必要性
を知る｡②災害時に寝ている部屋に置かれている
家具の転倒や家電製品 鏡 ｡壁飾りの落下の危険
性を知る｡③災害時に備えて家具の転倒防止や家
電製品,鏡 ｡壁飾りの落下対策が実行できる｡｣の
3つである｡
近年の地震災害において屋内での負傷はきわめ
て多く,とくに家具の転倒 ｡落下によるものは全
負傷者の 30-50%を占める (東京消防庁,2010)
という事実からも,家庭科における上記内容-の
取り組みは,防災教育として大きな意義があると
考える｡
本研究は,中学校家庭科における1年生を対象
にした防災教育について,その実践のための工夫
と効果について検討する｡ 本実践は,佐々木他
(2003)が提示したうち主として②に取り組むも
ので,①と③についても触れる｡そして,基本的
に上記の学習指導要領および同解説に沿って指導
し,生徒の防災意識の向上と,生徒および生徒の
家庭における防災 (準備)行動の誘導を目指すこ
ととする｡
本実践は,学校現場で求められている短時間で
効果的な防災教育の試みであり,家庭科における
住まい教育分野の活性化の試みでもあり,家庭科
教育および防災教育における中学校と大学の連携
の試みでもある｡
2 方法および地域と実践校の特徴
山形市立第四中学校 1年生を対象に家庭科の授
業実践を行い (詳細は後述),その効果について検
証するため,生徒に対して授業の前後と授業の約
半年後にアンケー ト調査を行った｡アンケートの
内容は,自然災害経験と対策 (外部講師による特
別授業の前),授業でよかったことと不満な点 (同
授業後),授業後半年間で行ったこと (約半年後)
等である｡
山形市立第四中学校の学区は山形市街地の北辺
に位置し,馬見ケ崎川扇状地と後背湿地等の上に,
戸建住宅と集合住宅を主とする市街地と農地等が
展開する｡地震に対する土地条件 (地盤条件)に
ついては,大まかにいって,学区南半部の堅牢な
地域 (扇状地)と北半部の軟弱な地域 (後背湿地
等)を含む｡全校生徒数は824名,実践対象の 1
年生は254名(いずれも2010年9月1日現在)で,
山形県内でも最大級規模の中学校である｡
隣県では近年立て続けに自然災害を経験してい
るのに対して,山形県内は1964年新潟地震,1967
年羽越豪雨以来,大規模な自然災害を免れ,自然
災害-の危機感が薄く,学校現場においても防災
教育が熱心に行われているとは言い難い現状があ
る (村山 2009)｡本校においても,とくに充実し
た防災教育の取り組みはなされてこなかった｡授
業前のアンケー ト結果からも,生徒および生徒の
家族の自然災害経験は乏しく,自宅における地震
対策もあまり行われていないことがわかる (表 1,
2)｡本実践は,以上のような背景を有する生徒に
対するものである｡
表1あなたや家族は.次の自然災害を経験したことがありますか?
(n=228)
家慧冨け 自警 あ 賢覧 E NA 計
地震災害 11 65 148 4 228
水害 5 5 209 9 228
% 家慧慧ナ 自警 あ 賢覧 E NA 計
地震災害 4.8 28,5 64.9 1.8 100
水害 2.2 2.2p 91.7 3.9 100
地震災害への反応が高いが,実際に同災害を経験したものではなく,
単に地震の経験があるものがほとんどと思われる｡
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表2あなたや家族は,下の｢地震への備え｣をしていますか?
(n=228) %
a家具類の固定･車討到防止･配置の考慮
b落下物の防止(観音扉の開き防止等含む)
C建物の耐震診断
d建物の耐震補強
e危険なブロック塀･石塀の撤去
fガラス飛散防止フイルムの貼り付け
g簡単な救助資器材(はしごやロ⊥プ)
h非常用食料･飲料水の備蓄
i避難場所･避難経路の確認
｣屋根瓦の撤去.軽量化
k浴槽等に水をためている
l非常時の連絡方法･集合場所等を家族で決め
ている
m近所で話し合い協力関係を作っている
nその他
79 34.6
34 14.9
19 8.3
27 11.8
20 8.8
8 3.5
30 13.2
81 35.5
61 26.8
22 9.6
59 25.9
30 13.2
20 8.8
9 3.9
重複回答
3 実践
表3単元 わたしたちの生活と住まい･安全に配慮した住まい
時 学 習 内 容 留 意 点
1 ･住まいの役割や基本的機能各地の住まいの特徴和式 .洋式の特徴 ･基本的事項の確認
1 ･家族と住まいの関わり生活行為と住空間 t基本的事項の確認
1 ･家族構成と住まい ･家族構成や歳月による変化
1 ･健康で心地よく住むために ･明るさ､温度､湿度､音
1 ･安全に配慮した住まい① t家庭内で起こる事故
1 ･安全に配慮した住まい② ･災害についての講演
1 ･安全に配慮した住まい③ ･災害に備えた住み方住まいの点検
中学1年生家庭科,｢私たちの生活と住まい･安
全に配慮した住まい (7時間)｣のうち,後半3時
間を,家庭内で起こる事故,災害についての講演
(特別授業),災害に備えた住み方･住まいの点検
に配当し,うち最後の2時間を災害に対する住ま
いの安全にあてた (表3)｡このうち1時間目を大
学教員による特別授業として村山が担当し,2010
年6月,2クラスずつ,計4回実施した｡
特別授業では,オリジナルの配付資料 (A3版用
紙に表裏印刷 1枚を二つ折り,A4版4頁分)を使
用し,PCソフトのスライドによる進行を基本とし
て,ビデオと簡単な作業を組み込んだ (表4)｡以
下のとおり,大きく3つの部分で構成した｡
最初に,山形でも大地震発生の可能性があるこ
とを,山形盆地西縁断層帯に関する情報とともに
説明した｡すなわち本実践の対象ハザードは,同
断層帯の地震とした｡災害にならない小さいもの
を含めて山形では地震がひじょうに少ないため,
驚きを持ってこのことを知る生徒も多くいると予
想された｡以上から明らかなように,この部分は
少し長めの導入に相当する｡
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表4特別授業の構成 (スライド他)
表紙/目次
山形で大也震′フ 地震災害年表 1964新潟地震-2008岩手宮城内陸地震
同上年表 - 山形隣県のみ彩色
山形ではどうなの?
山形盆地断層帯地図
同上拡大地図(山四中付近)
山形盆地断層帯の地震発生確率は高い.発生時期の短期予測困難
発生場所と規模はわかるので.山形県は科学的に予測し防災計
画,理解して備えよう
山形県 同じ地震でも場所によって震度が違う:震源からの距離と地盤
<ビデオ> プリンとようかんを揺らす実験
山形の地盤地図(地形分類図)
同上拡大地図(山四中付近)
山形盆地断層帯による地震での想定震度分布地図
同上拡大地図 一 山四中学区は震度6強
震度と木造建物被害グラフ - 木造建物は全壊や半壊の可能
の悲定から被坐l=】を 悼
木造建物被害写真 2007新潟県中越沖地震
震度と家具転倒グラフ - 室内の家具は2/3以上倒れる可能性
家具転倒写真 1978宮城県沖地震
同上つづき
震度とブロック塀倒壊グラフ - ブロック塀石塀は転倒可能性大
ブロック塀石塀転倒写真 中越沖地震,宮城県沖地震
山四中学区付近のまとめ 震度.木造建物.室内の家具.プロツ
考える ク塀石塀
他にどんな被害が発生するか,他の写真を見よう
自販機転倒/非転倒写真 2007中越沖地震等
延焼火災写真 1995阪神.淡路大震災
水道管破裂.給水車行列写真 中越沖地震.宮城県沖地震
宮城県沖地震の負傷原因グラフ
阪神.淡路大震災負傷原因グラフ
対莱とくに自 それでは私たちは何をすべきか
地震が発生する前に何する? 学校/家/登下校
登下校の経路 - ブロック塀等.自販機.ガラスや瓦
秦 - ?
非常用グッズの準備
君の寝室
寝室のモデル図
<ビデオ> 家具転倒実験
君の寝室 家具がもし倒れたら,棚の物が落ちたら
<作業> 自分の寝室の図,家具等を転倒させる
寝室のモデル図 家具転倒等
君の寝室 寝る場所 工夫する.家具の場所や向きを工夫する,
分で 家具を固定する
家 - 耐震診断.補強など, ブロック塀等 - 撤去等
地震発生のとき,緊急地震速報のとき何する? 学校/家/登
きるし._と 下校
1自分の身を守る 2安否確認
ケータイ 災害用伝言板
NTT 災害用伝言ダイヤル
すぐやれること/いずれやることを分ける,すぐやれることは意外
こ多い,頑張らずにやれることからやろう
君を助けてくれるものは? 消防者‥ .コンビニ,スーパー,ガソ
リンスタンド‥ .案外たくさんある,君自身も力になれる.期待されている
まとめ 特別授業のまとめ 1山形でも大地震が発生する 2最悪シナリ
オの場合 震源が近いので強く揺れる 3自分や家族でやること
-被害を軽減できる.すぐに(簡単.安い)できることもある.たと
えぱ家の中の工夫
特別授業のおまけ パンフをご家族にも見せて地震防災について
話してください
特別授業の最後に 君たち中学生への期待 自分を守る+周り
一部省略
次に,同地震を想定した山形県による震度予測
等を紹介した｡ここではプリンと羊糞を揺らすビ
デオを用いて,表層地盤による地震動増幅の説明
を交えた｡ただし震源からの距離が近いので,結
果として学区内の想定震度は全域で震度6強であ
る｡その上で想定される被害 (木造家屋,家具,
ブロック塀)について,グラフと写真を用いて検
討した｡またその他の被害 (自販機,延焼火災,
ライフライン停止)についても写真を提示した｡
その際,山形の中学生にとって身近な仙台が被災
した 1978年宮城県沖地震や近年の地震災害の事
例写真を用いた｡
そして3番目に,被害をどのように防ぐまたは
軽減するかを,自宅 ｡登下校時｡学校における発
災前の準備 ｡発災時および直後の対応のそれぞれ
に分けて考えた｡このうちとくに自宅での準備行
動を促すために,強震による家具転倒の危険を示
す実験映像 (ビデオ)を見て,自分の寝室の安全
(布団やベッドの位置の工夫,家具の配置の工夫
や固定等)について,簡単な室内見取り図を描く
作業を交えて考えるよう促した｡さらに発災直後
の安否確認に関して携帯電話と固定電話の使い方,
災害時に助けてくれる施設等について説明した｡
授業の最後に,授業内容を要約し,自分や家族
でやれることで被害を軽減でき,すぐにできるこ
ともあることを確認した｡そして家族と相談する
こと,そして中学生-の期待として自分を守るこ
とに加えて周囲の人びとを守ることを提示した｡
このとおり,特別授業の内容は明らかに家庭科
の範囲を逸脱しているが,防災基礎教育 (災害の
メカニズム)と防災実践教育 (防災のノウハウ,
本単元の内容は主にこれに相当)を結びつけるこ
とで,防災の必要性の理解および防災の具体的手
段の提示とその有効性の理解を踏まえた防災行動
の誘導を目指すものである｡
特別授業の次にあたる本単元最後の1時間では,
教科書にある間取り図の拡大コピー を用いて,住
宅の地震対策について班ごとに話し合い,その結
果を発表した｡本時は本来の授業担当である伊藤
と鈴木が行った｡前時では自分の寝室についての
作業で,明らかに時間的に十分ではなかったが,
本時ではこれを発展させて,さらに生徒が相談し
ながら作業し発表しあうことで,指導内容の定着
を図るものである｡
4 効果の検証
特別授業後のアンケート結果 (表5-8)と授業
約半年後のアンケート結果 (表9,10)をもとに,
本実践の効果の検証を試みる｡
なお,特別授業後のアンケートは,授業終了時
に行う予定であったが,時間超過のため次の家庭
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科の授業時に実施した｡設問に ｢今日の授業｣と
あるのはそのためである｡
表5今日の授業のなかで,よかった点は何ですか? (n=228)
a山形でも地震災害の可能性があることがわ
かった
b地震と地盤の関係がわかった
C地震災害の具体的イメー ジができた
d地震対策が有効だとわかった
e地震で危険なもの(家具,ブロック塀,その他)
がわかった
f災害時に役立つもの(商店,GS.近所の人,撹
帯災害伝言板など)がわかった
g地震などの災害に備えて自分がすべきことがあ
るとわかった
h地震などの災害に備えて自分や家族がすぐに
できることがあるとわかった
iその他
209 91.7
?????? ? ? ? ? ?
?????
138
133 58.3
136 59.6
4 1.8
重複回答
表6今日の授業のなかで.どのような点が不満でしたか? (n=228)
%
a全体にわかりにくかった
b防災はそもそも興味がない
C時間が長すぎた
d時間が短すぎた
e今日学んだことを今後どのように活かせばよいか
わからない
fその他
6 2.6
14 6.1
64 28.1
24 10.5
37 16.2
10 4.4
重複回答
表7あなたがやりたい,または家でやりたいと思う対策は
何ですか?
(n=228)
すぐにやりたいもの %
家具固定,配置,寝る場所など
棚の上の整理,部屋の片づけなど
非常金,水,持ち出し物の準備
家族と話す,人に伝える
避難所,避難路確認
登下校経路,自販機の確認
家族と連絡方法の確認
140 61.4
23 10.1
40 17.5
10 4.4
16 7.0
1 0.4
2 0.9
いずれやりたいもの %
家の耐震診断補強,改修,建替など
ブロック塀撤去.補強,外回り確認
家具固定,配置など
棚の上の整理,部屋の片づけなど
ガラス飛散防止
非常食の確保など
災害用伝言板(電話)の練習など
避難所確認など
35 15.4
14 6.1
77 33.8
8 3.5
2 0.9
30 13.2
4 1.8
9 3.9
(自由記述を分類)
表8感想の記載例
山形は地震なんかこないと思っていたけど､6強がくる可能性があるとは
びっくりしました｡
山形にも大きな地震がくるということが早くわかってよかった｡自分の身を
しっかり守って行きたい｡
山形にもいずれは大きな地震がくるのをはじめてしりました｡教わったこと
で地震に備えていきたいと思います｡プリンとようかんの実験がわかりや
すくてよかったです｡
山形にも､大きな地震が来るのは知っていけれど､震度6強というとても
強い地震が来るのは知りませんでした｡私の家はまだ対策をあまり行って
いないので､はやく対策をして､地震に備えたいですo
地震の時に役立つ物など､どれが必要かわかったので､これからの地震
の時に備えられるようにしたい｡
ためになってよかった｡家族にこのことをちゃんと話す｡
じしんがいつくるかわからないけど､もしも､じしんが､きたときは､自分の
ことを守れるようにしたいです｡あと､自分以外の人も守れるようにしたい
です｡
授業が長すぎて､給食を準備するのが､大変だったO
表 5-8によれば,特別授業について生徒から
かなり良好な評価を得られたと解釈できる｡
授業を通じて,ほとんどの生徒が山形で地震災
害の可能性があることを理解し,とくに震度6強
という強い地震動が想定されていることを初め
て知り,被害の具体的イメージを把握できた生徒
が多いことが確認できる｡また身近な危険につい
てだけでなく,災害時に役立っものも併せて理解
し,さらに対策が有効でかつ自分や家族が (すぐ
に)やるべき対策があることも,多くの生徒に理
解された｡そして,特別授業でも直接取り上げた
室内の家具-の対策や寝る場所の工夫について,
多くの生徒がすぐやりたいものとしてあげてい
る｡しかも,｢い ずれ｣より ｢すぐに｣の方が支
持率が高いことは注目される｡ いずれやりたいも
のとして,多くはないが家の耐震診断補強等をあ
げた生徒もある｡
大学教員による授業ということで,わかりにく
いという反応が懸念されたが,これはひじょうに
少なく,家庭科から逸脱する地震と地盤の関係に
ついても理解できたとする生徒が約半数に及ん
だ｡災害メカニズムとの連携が防災行動の誘導に
寄与するという授業者の意図がある程度達せら
れたといえるかもしれない｡
一方,時間が超過してしまったことは明らかに
問題であり,内容の精選と効率的指導法について
さらに検討する必要がある｡また学んだことをど
う活かせばよいかわからないとする生徒もあり,
たとえば家具の固定方法の具体的提示など-の
展開が求められているものと思われる｡
表9授業から約半年たちました｡
その後これまでに.あなたやご家族は何かしましたか
(n=233)
1自分の寝室の家具やベッド･布団など %
aチェックした
b位置を変えた
C固定など対策した
d今後予定あり
138 59.2
55 23,6
15 6.4
43 18.5
2自分の寝室以外の部屋の家具など %
aチェックした
b位置を変えた
C国定など対策した
d今後予定あり
120 51.5
46 19.7
18 7.7
43 18.5
3 非常用グッズなど %
aチェックした
b準備した
C今後予定あり
80 34.3
44 18.9
87 37.3
4 避難場所や避難経路など %
aチェックした
b家族と相談した
C友人と相談した
120 51.5
65 27.9
23 9.9
5 登下校の経路について %
aチェックした
b家族と相談した
C友人と相談した
136 58.4
37 15.9
33 14.2
6 授業や防災について %
a家族と話した
b友人と話した
C先生と話した
d誰とも話していない
e他の人にプリンを揺らしてみせた
119 51.1
32 13.7
2 0.9
77 33.0
13 5.6
重複回答
表10感想の記載例
防災について考えたし､実際にチェックできました｡
授業のあと､家の人といろいろ相談してみました｡安全にくらすためにこれからも
工夫したいです｡
しっかりと家具の固定などをしっかりとできた｡
つかわないものやあぶないものをすてた
父とはなしふとんの場所をいどうした｡
おばあちゃんのねている位置が､たんすがたおれると､かぶさるくらいだったの
で､できるだけ､離れて､ねるようにと呼びかけた｡
非常用グッズの用意や､家具の位置を確認した｡地しんについて意識が高まっ
た｡
6月の授業で地震がどれだけこわいかを改めてわかったので､チェックしかやっ
てないのでもっと地震の対さくをもっとがんばりたいです
私は､まだ防災を行っていなくて不安なので大そうじの時にしようと思います｡
6月にチェックしただけであとは何もしてないので､効果がうすかったと思う｡
実際に実験のようなものをするともっと楽しくなったと思います｡家族ではなし合
ういい機会になってよかったです｡
表 9によると,授業後の約半年間で,実際に防
災行動をとったものが,かなりの割合で確認でき
る｡自分の寝室やそれ以外の部屋の家具等のチェ
ックは半数を超え,実際に動かしたりしたものが
ともに2割前後に上る｡特別授業の次の授業で十
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分な時間をかけて班ごとの作業や発表を行った
ことが,これらの良い結果に寄与したと考えられ
る｡授業では軽く触れただけの登下校経路のチェ
ックも,ほとんど言及しなかった避難場所 ｡経路
のチェックも,半数を超える生徒が実施した｡授
業等について誰とも話さなかった生徒は1/3ある
が,家族と話した生徒が半数以上ある｡以上から,
授業は生徒の全般的防災意識の向上にも寄与し
たといえよう｡
同じく半年後の生徒の感想 (自由記述)による
と (表 10),チェックはしたが実際の行動はまだ
という感想も少なからずある｡結果として授業は
役に立たなかったという厳しい感想も得 られた｡
しかし全体としては,上と同様にポジティブな効
果を認めることができる｡自分だけでなく家族の
安全に気を配った行動も認められる｡
5 まとめと課題
山形市立第四中学校の家庭科における防災教
育の実践は,生徒の地震防災に関する意識向上や,
自宅等における防災 (準備)行動の誘導に関して,
効果があったといえよう｡大学との連携による特
別授業を組み込むことで,内容的に防災基礎教育
と連携させたことも,良好な効果をもたらした原
因の一つと考える｡すなわち,家庭科はそもそも
防災実践教育的内容を含む教科であるが,防災行
動の誘導のためには,なぜそのような行動が必要
かを理解することが前提になると考えられ,山形
のような災害経験に乏しい地域においてはなお
のことと思われるからである｡
地震防災において重要な屋内での負傷回避ま
たは軽減に直接関与できること,および学校教育
現場における防災教育の時間確保の困難に対応
できることの両面において,家庭科における防災
教育の可能性が高いことが明らかになった｡
2010年度教育実践研究科 1年の諸君には,本実
践全体の説明とともに特別授業 (4回行ったうち
もっとも完成度が高いと思われる最後の授業)の
様子を撮影したビデオを見てもらい,コメントと
アドバイスを受けた｡授業のなかで指導者が一方
的に話す部分が多すぎ,生徒の活動が少ないとい
う指摘を複数の院生から受けた｡生徒-の質問を
増やすことと,自分の寝室に関する作業時間を増
やすこと,プリンと羊糞の実験はビデオではなく
実物を生徒にやらせるべき等の指摘を参考に,吹
善を検討したい｡特別授業における時間超過を防
ぐためにも,いっそうの指導内容の精選が必要な
ことは明らかである｡ また本単元全体について,
理科や社会科と連携させて,そして内容だけでな
く実施時期を含めて検討すべきとの指摘を受け
た｡
本実践は,短時間で効率的な防災教育の試みと
して行っているものであるが,院生からは,校内
のチェック等,授業内容を拡大または総合的な学
習と連携すべきとの指摘も受けた｡学校行事等と
の連携など,より全校的に検討を進めるべきと考
える｡
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資料 特別授業の配付資料 (原図はカラー)
◎ 山形盆地断層帯の地震 (M=7.8)
上:山形盆地断層帯i嘘 (M=7.8)の想定震度
山形盆地新暦帯被害想定謂蛮寺胃告容(2002)より
右:震度と揺れの状況 (概要)
気象庁パンフレット(2009)による
◎ 4中学区付近では.‥
此Hia｡fJLす転
震度 - 震度
木造建物 - 皇室望壁遠の可能性がある
(新L^ 1もの,しっかりしたものまかなり大丈夫)
室内の家具 - 以上倒ね量可能性
(マンション･ア/ト トの上階はとくに注意)
フロック塀･石塀 (状態の良くないもの) 一 風れる可台日生大
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◎ 地震による被害の様子
屋外のその+ ∵恒悔要因の内訳l八g萱を;書蔓妻tizS/;蒙薫誓～ 6月の夕方(まだ外は明るい)宮城県内死者27名の肉17名はブロック塀.門柱 下敷き要因 安Bj匡人によ早朝暗い)
盟 屋内で糸
1978宮城県沖地震の負
家具2 早朝なのでほとんど屋内で被災
下敷㌔ の負傷要医義,ji;://1さ 1995阪神 .淡路大震災
Si恋./ 1//碁3//,ギ÷､､:ijラ･…;譲パ.毒誓義を.弓-≡慧㌫賛､撃 t/艶､粋 淘
双.207中越沖地震 Lノさ.:a;/紛 葵
o()1978宮城県沖地震 畷′- 登美嵩や誉卒去麗
○ 君を助けてくれる.力になってくれるものは?
消防署.交番.役所･役嵐 病拓完･医院,薬局 ･薬底 避難所,防災倉庫,防災水槽,コンビ
ニ,スーパ ,ーいろいろな商店.ガソリンスタンド
親戚 親しい友人 近所の人
案外,たくさんある 君自身も力になれる,期待されている 日
◎チ芸 ≡ ポイント 塾
･ 家具の暫定 (とくに寝室,茶の間)
･ 緊急時の家方知)連綿方法 (ケ ターイの ｢災害用伝言板｣,NTTの ｢171｣の使い方なども)
･ 避難場所の確認
･ 緊急時に役立つものの準備
懐中電灯,ろうそ<,携帯ラジオ,非常食 ･飲料水,救急医薬品
簡単な数的の道具 (はしこ ロ プーとか),簡易ガスコンロ
･ 通学路にある危険な物のチェック
･ 災害時に役立つ施設 .人のチェック
できれば ･いずれ: (補助制度もあるので.市役所などに相談してみる)
･ 自宅の耐震診断,耐震改修 (1981年以前の建物の場合)
･ もしフロック塀や石塀がある場合は,そのチェックまたは生垣などへの転換
◎ さらに考えてみたいことと,注意点
1,このパンフをこ参考に,家族で話をしてみてください｡下に自宅のチェックポイントを書きました｡
できれば.家族の経験や下記のり=プサイト等も参考にしてくださいb
2.このパンフで紹介する山形県の想定は.山形盆地断層帯の活動が最大つまり最大規模の地震(M=7.8)
が発生した場合を想定したもの.202年報告書によるものです｡
3.想定は､科学的 ･=学的手法に基ついていますが､誤差があり得ます｡｢科学的根拠のある目安｣
と考えてくださいO詳しく知りたい人ra 下記のウェブサイトをみてください｡
◎ 参考ウェブサイト
こちら防災やまがた !: htp･J^W八･/,prBf.yamagataJp伽 salJb岱aLzy'ho2.htnF
地震喜局査研究推進本部: hupJ/vN.W J6hlngoJd rTdnnndexhtrnl
消防庁 防災危機管理eカレッジ : hW /V〟IVye-Cdlegefdny'goJp,ophtrnl
他にもたくさんあるので自分で探してみよう
